



























































































































































































































































































































て新しい 問体系にしたがって書かれたものは含まれないよう また 漢籍には、日本人が漢文で書いたものも含まれることもあるようですが 中国で出版されたものは特に「唐本」と称し、それを日本で復刻や翻刻したものを「和刻本」と呼んでいます。　
今回の展示のなかにもこの「和刻本」が多く含まれています。 『論語』 、 『文選』 『白氏文集』など古代から近世まで日本人にとっ





















ひとつ 聖賢 言葉を記録した書物に関 る様々な注釈 としての漢籍です。 『論語集解』 （魏の学者たちによる注釈）や『論
語集註』 （宋代 朱子による注釈） 、 『古文孝経』 （曽子の門人が記した孔子の言動）などが含まれます。　
ふたつめは、中国の様々な〈文学〉作品です。 『文選』 （中国南北朝時代の詩文集） 、 『白氏文集』 （唐の白居易の詩文集 、 『蒙求』
（七四六年唐で編まれた故事集） 、 『遊仙窟』 （唐代の伝奇小説）などが、展示されます。　
そしてさいごに、 〈日本漢文学一斑〉と題し、 『歴聖大儒像（聖賢像軸） 』 （湯島聖堂に配祀された図像） 、 『鵞峰先生林学士全集』
（江戸期の儒者林鵞峰の全集） 、 『菅家文草』 （菅原道真の自作漢詩文集） 、鈴木虎雄関係史料（東京高師、京都帝大の教授を歴任した中国学者、漢詩人、歌人）などを、ご覧いただきま 。　
これらの展示を通してわれわれは、いかに日本人が漢籍に愛着をもってきたかを理解すると同時に、日本人と漢語 化の関わ



















大づかみに捉えておくと、仏教経典を除いた中国において中国の言語で著述された典籍を言う。日本人は、自身にとって外国語である中国語で記された典籍を、すべてを日本語に置き換えて享受するのではなく、訓読という独自のシステムでもって、中国語の字面はそのまま して意味を取るという読書の方を案出したのである。日本 おける訓読がまったくの独創で いことは、近時金文京氏が言う通りであるが、現代に至るまでこの読解システムをもって外 文献である漢籍 比較的自由 よむことができる事実は、や り驚くべきことと言わなくてはならない。平安時代前期の物語『うつほ物語』 （蔵開・中）に仲忠が漢詩を帝前で朗読 場面がある。そこでのよみ方が 「ひとたびは訓 （日本語訳） 、ひとたびは音（中国語）によませたまひて」と言うもので、今日に至る日本人の 籍享受のあり方の原型が窺え も である。 まり中国語をすべて日 に置き換えてしま のではなく、シニフィアンとして 中国語の姿を留めつつ、日本語として享受すると言うあり方である。　
ことは中国における外国文献の享受の様相と対比すると明確である。たと

















類があるが、第一部は経部つまり中国古代の聖賢たちの言行を記録した儒教の経典、第二部は集部つまり今日 観点から言う文学作品、第三部として、ではない 漢籍を受容して中国語で著された漢籍に準じ 日本漢文の作品 した。それぞれの部において和 本としての特質に差がある は それぞれ 典籍の享受のされ方の違いによる。今各 典籍の日本における享受 り方を略述しておく。　
唐制を継受した律令国家である古代の日本において、国家を支える官吏養成
機関としての大学・国学で教授される学科の中心は、いうまでもなく儒教 経典であった。儒教の徳治の精神を体現した官吏による統治が理念としてあっのである。 『養老令』 （学令）では大学で教授すべき経書として、 「凡そ経 『周易』
『尚書』




て使用すべき諸経の注釈をも次 ように規定して る「凡そ正業を教授するには、 『周 には鄭玄・王弼が注 『尚書』に 孔安国
・鄭玄が注。三礼・ 『毛詩』
には鄭玄が注。 『左伝』には服虔・杜預が注。 『孝経』には孔安 ・鄭玄が注。 『論語』に 鄭玄・
何晏が注」 。ただしこの条は基づいた唐令（ 『大唐六典』による）
をほぼ引き写したもので、 『令集解』の引く古注にも「鄭玄注は 今の読むところにあらず」というように、日本で 実際に利用さ て なかっ 注をも挙げているのである。小島憲之氏 よると、 三礼（ 『周礼』 『儀礼』 『礼記』 ） 『毛詩』
4は規定通り鄭玄注であるが、 その他の実際に利用された注は、 『周易』は王弼注、『尚書』は孔安国伝（
『古文尚書』













を読む者を取れ」 選考基 に挙げられている。また『弘仁式』 諸経修習日限規定に「三史（ 『史記』 『漢書』 『後漢書』 ） 文選』各々中経に准ぜよ」とあるように、中経相当の四百六十日の講説期間が設けられてい ことが分かる。この背景には日本 令制 ける文章科 重視があったものと思われ 。いっぽうトネリコースを歩む下級官人や地方にまで『文選』が普及してい ことが分かっており、上代の文学 支える裾野の広さを知るこ ができる。 『文選』にも数種の注が存したが 経書ではないゆえ『令』に注の はない。 だこの書についても小島憲之氏によって、初唐の李善注の利用が明らか されている。平安時代承和期（八三四
〜
八四八年）以降の『白氏文集』の流行は周知の
ことであるが、 ことに「新楽府」 「長恨歌 「琵琶行」は単行し も はやされ 。その末流に連なるもの して、 【参考三】 「琵琶行
 附長恨歌
」がある。登場人物
の心情を和歌に託して挿入 た古活字版仮名草子である。こ も漢籍の究極的な受容のかたちと言え だろ 。　
大学寮において毎年二月八月の上丁の日に行われていた釈奠という儀式も、
唐制に倣ったも で、釈奠とは犠牲を供物と て神前に捧げて祭る をいい孔子等を祭る儀式である。 「学令」には、 凡そ大学・国学は、年毎に春秋 二仲の月の上丁に、先聖孔宣父（孔子）に釈奠せよ」 あり、 『続日本紀』文武天皇大宝元（七〇一）年二月丁巳（十四日）が初見である。こののち、養老・
天平期に二度入唐した吉備真備によって儀式次第は整備されていった。真備は唐の弘文館の画像を日本にもたらし、百済画師に写させて大学寮に置いたという。これが「唐本」と呼ばれて釈奠画像の基本として尊ばれ、巨勢金岡の転写本が作られるなどした。こうした経緯から日本の釈奠は唐のように彫像をたり壁面を描いたりするのではなく、聖賢の画幅を掛ける形で行われるようになった。 『延喜式』 （大学寮） では孔子像を廟堂奥に南面して置き、 その東西に 『論語』先進篇に見える十人の高弟、いわゆる十哲の を配列す あったようだ。その後、 釈奠は細々と続けられてい が、 応仁 乱以降廃絶してしまった．江戸時代初期、寛永九（一六三二）年 徳川義直が上野忍岡（現在の上野公園の地）に先聖殿（孔子廟）を建て、林羅山に寄進 。翌十年 羅山 よって釈奠は復興された。そのさい寛永九年、羅山は、釈奠での使用や学生への教材も兼ねて、儒教の 人・賢人二十一人の肖像画を制作することを企画し、狩野山雪に描くように依頼している。それが現存する『歴聖大儒像』
二十一幅であ














































































































下逸人貫が版下を書した版本を覆刻したものであろうことが分か 正平本は毎篇首に篇内の章数を記すにあたり、必ずこれを「何晏集解」 下に置く。この書式 特徴は現存の古鈔本では関東清原家の祖、教隆写定 淵源する東洋文庫蔵正和本、宮内庁書陵部蔵暦応本などと等しく、内部徴証からも教隆写定本 拠っていることが明らかになった。中国においては、宋代に『論語正義』が出版されてからは、 『論語集解』は単行せずに『正義』に組込まれるか、あるいは再び『正義』から抽出されたもの伝わっていたのである。その点、日本の古鈔本は唐代 鈔本の姿を伝えており貴重で
ある。清の銭曾『読書敏求記』康煕五十三（一七一四）年に高麗より「高麗鈔本何晏論語集解」を得たという。しかしこの本は銭曾が記す刊記によって正しく正平本の写しであることが分かる。
 彼はそのなかで「筆画奇古にして、六朝初唐人の隷書碑版








































































































: 北総林氏蔵。浩卿。 （二印とも林泰輔） 。
　
南宋の朱熹（一一三〇〜一二〇〇年）の主著、 『四書集註』 （他の三書は『孟子集註』
『大学章句』 『中庸章句』 ）のひとつ。 『論語集註』の完成は淳煕四（一一七七）年、朱子四十八歳のおりである。理学の完成者としての彼が、何晏『論語集解』に代表される、これまでの訓詁を中心とした古注に対して、哲学的体系を明示した清新な注であり、以降、新注として『論語』の注釈 ひとつの標準となった。　
本書は日本における江戸時代以前の『論語集註』の鈔本としては唯一の伝本であ
る。同種の奥書を持つ僚巻として、渋沢栄一旧蔵の青淵論語文庫（東京都立中央図書館）に巻二と巻十とが存する。これらの奥書によると、春永なる人物 元亀四年三月より十月中旬まで数ヶ月を要して書写した十冊本であったこ が分かる。他に伊地知季安『漢学紀源』に 三の存在を記 、その奥書を記録しているが 所在は不明である。注を本文より一宇下げて同じ大きさに書写し、全巻に朱墨 よる訓点・声点が付してある。たとえば冒頭部を本 の訓点通りに読み下してみると、 「子ノノタマワク学テ而シテ時ニ之ヲナラウ、亦ヨロコバシカヲ不ランヤ」 なる。こ 訓法は元和十（一六二四）年ころ刊行されたという『桂庵和尚家法倭点』 （一冊、 チ


















































































大戦によって消失するまで、堺南宗寺に版木が存したことによって、南宗寺版とも言う。 【一】で見た正平版と『論語』出版史において双璧をなすものである。本書の最大の特徴は、何晏論語序を冠し、さらに内題下 「何晏集解」 あるものの、注釈が除かれた単経本であることである。　
天文版には巻末に「天文癸巳八月乙亥
 金紫光禄大夫拾遺清原朝臣宣賢法名宗尤」

































































年五月に出版されたもの。巻頭に「大師明経儒」伏原宣條による「題論語集解標記首」（安永七（一七七八）年十一月）を冠し、 享保版にあった伊藤東涯による「論語集解序」が次ぐ。宣條標記首 よると、彦明は梁皇侃義疏と宋郉昺正義との要を取り、集解に頭注・傍注を付したという。本書は享保版に基づき、頭注を入れ込み、さらに行間を拡げて細字で傍注を組み込んでいる。 第二冊巻尾に 「千鐘房鐫梓畧目録」 が一丁分ある。
 
（注１）伏原宣條（享保五（一七二〇）年〜寛政三（一七九一）年） 、 江戸時代中期の公卿、 古注学者。大蔵卿伏原宣通の子。本姓は清原氏。寛保三（一七四三）年、明経博士。宝暦六（一七五六）年、従三位。安永六（一七七七）年、正二位にすすむ。 十二歳。著作に『倭漢善行録』 。（注２）岩垣彦明（寛保元（一七四一）年
〜
文化五（一八〇八）年） 、漢学者。彦明字は亮郷、一









































科となっていた。貞観二（八六〇）年 詔によって平安時代一時御注本が朝廷 儀式において使用されたが、奈良時代に伝来していた『古文孝経』孔安国伝も平行して利用されており、それが明経道博士家清原 中原両家に伝承されて 『孝経』とい ば孔伝本と盛行するにいたった。日本古 おいて『論語』何晏注や『孝経』孔安国伝など中国南北朝時代の南朝系の注釈が用いられているの 、百済経由で受容された南朝系の学問の影響によ と う。なお後のことであるが、中国においてすでに佚していた孔伝本が日本 のみ伝わり、享保十七（一七三二 に太宰春台が考訂刊行した孔伝本が逆に西 し、清乾隆四十一（一七七六）年に鮑廷博の 知不足斎叢書』第一集に収められることとなる。　
仁治二（一二四一）年の清原教隆校点本以下、清原・中原の両博士家の手によって











































































































































































大学附属図書館清原文庫に蔵されている　『古文尚書』は四十六巻。 『尚書』の尚は上の意で、上代の堯・舜から夏・殷・周の三代にわたる伝承的な歴史を書いた書物。 『書経』ともいう。秦の焚書にあっていったん衰微したが、前漢にいたり当時通行の字体である隷書で書されたいわゆる「今文尚書」が行われていたが、景帝のとき、魯の恭王が孔子の旧宅を壊したさいに、古い字体の科斗文字（おたまじゃくしに似た文字）で書かれた『尚 』が出てきた。これを孔子の子孫の孔安国が解読して注を書いたといわ る 、今伝わるのは晉代 偽作とされる部分を含む。注釈は『今文尚書』に付けられた後漢の鄭玄 注があったが、その呪術的な経 解釈が魏晉の頃には忌避されて、新出 『古文尚書』に付され 孔安国伝が用いられるようになっ 。　日本においてもこの傾向は継受されて、 「学令」の規定にかかわらず孔安国伝およ
12
び唐の孔穎達 『尚書正義』 が利用された。したがって日本に残る古鈔本は例外なく 『古文尚書』孔安国伝なのである。これにより中国においては孔安国伝が『尚書正義』に組み込まれてからは、古態の伝承が絶えてしまったのに対し 、日本の古鈔本は孔安国伝の古態をよく残しているといえる。また中原家、清原家に伝承されてきた古鈔本には、 「扌𠂇」 （摺有） 、 「扌无」 （摺無） 、 「扌乍」 （摺作） 、 「本𠂇」 （本有） 、 「本无」 （本無） 、 「本乍」（本作）などの旁記注が数多く存する。 「摺」とは宋版本をいい、 「本」とは博士家の証本をいうようである。本書においても篇目「康誥第十一」の上に補入記号を付して、「古文尚書
　
扌无本𠂇」と記す。このことは本書が基づいた本が版本に近似しており、













































































国伝に付訓したうえ補註を付したもの。大峯の補註はその序にも言うように、諸説を勘案したうえで簡潔に経意を述べるものであって、考証の過程は記述されない。また経文の理解のために孔子の言行録であ 、 『孔子家語』や『孔叢子』を引証するのも特徴のひとつと言 よう。彼には別に『冢註孔子家語』十巻 冢註孔叢子』十巻があり、これらの書を重要視していたことが知られる　
著者大峯、名は虎、字は叔貔、通称は多門。信濃の出身。初め父に学んで程朱の学






















































































奏記・書・檄・対問 設論・辞・序・頌 賛 符命・史論・史述賛・論・連珠・箴・銘・誄・哀・碑文・墓誌・行状・弔文・祭文）に類別している。作品の選択基準は 蕭統の「文選序」によれば深い内容を有する美文（ 「事は沈思より出で、 義は翰藻に帰す」 ）であった。 唐代 なると、 七世紀半ばに李善が 『文選』 に詳細な注釈を施して六十巻にした。 「書簏」 （本箱）とあだ名された李善がつけた注の最大の特色は、作品の言語表現の典拠と用例を挙げるこ につとめ、私意による解釈を行わないというものであった。典拠との往還運動によって豊かな表現となり得ている『文選』所収作品の要所を突く注釈方法であり、ひいては日本の古典注釈の方法 も影響 与えるこ なる優れたもであった。 『文選』がいつ日本に渡来し かは定かではないが、奈良朝以降おもに律令官人を中心に享受され、登科のために李善 注とと に読まれたことは、平城宮出土の木簡や正倉院文書によって明らか っている。平安朝に入って『文選』が更に流行したことは、 『枕草子』に「文は文集、文選」と『白氏文集』と並んで称揚されたことから端的にわかる。 『本朝文粋』 は部立てにおいて 『文選』 に倣った されるし、『菅家文草』や『江吏部集』には、竟宴で詠まれた、 『文選』に関わりのある詩文も収められている。また、訓読の方法で 一つの語をまず音読してから訓を重ねる読み方（ 「窈窕」 を 「エウテウトユホビカナル」 と読む類） が古代より存在した。この訓法は 『文選』独自のものではないが これを「 選読み」と う はおそらくは明治期よりの呼称であり、 『文選』に特徴的な難解な語を平易 解釈しようとした結果である らという。　
本書は、 首に「文選序／梁昭明太子
[ 蕭統、 五〇一〜五三一

















































] で補っているのは、 第三冊 （巻五〜七） ・第四冊 （巻八〜十） ・第十二冊 （巻



















































































































































































































































































称を用いることがある。秀州本、明州本（直江版が依拠） 、広都裴氏本（ 「六家」の名称の由来） 、 袁 などが六家注本である。 韓国の奎章閣も朝鮮活字の六家注本を蔵する。　
国宝の足利学校蔵明州本には補刻状況を説明した盧欽の刊語がなく、この刊語を転






















































































3797 」 、 「醉吟先生墓誌銘
　
3798 」の二作品が細字で書き込まれている。








































有界、黒双魚尾、四周双辺、各面十行、二十一字。墨訓返点。縦二十四・五㎝、横十六・六㎝。木活字版。題箋に「白氏文集一、 二、 三」 （第一冊） 。内題・尾題に「白氏長慶集巻第一（〜
七十一） 」 。刊記に「京師三條通升屋町御書物所出雲寺和泉掾」 。出
版年代不明だが、恐らくは明暦刊本の後刷り本かと思われる。　
序は元稹「白氏長慶集」 、附録として「新唐書本伝」 、李商隠「唐刑部尚書致任贈尚









































人の逸話で類似の事跡を一対とし、四字句計五百九十六句の韻文で、八句ごとに韻を変えて暗誦しうるよう工夫された幼学書。日本に伝わった時期については、奈良時代説もあるが、記録に見えるのは平安時代が初見である。 「勧学院 雀は蒙求を囀 」の諺のごとく、平安から室町にかけての僧俗に盛んに学ばれ、意味の取 にくい棒読みで誦読されていたようである。　
本書巻首には 「蒙求一部
　
并序」 と題し、 「趙郡李華」 の署名がある。 序には 「安平李瀚」
から「不出巻知天下其蒙求哉」までの部分しかなく、 「周易曰」から文末まで 部分を欠く。全体に朱点、墨訓読を付す。本文は一行二句 標題に声点や振り仮名などが施されており、人名の下に朱線が付されてい 。標題の語句 ついては、
178（番号は
新釈漢文大系に拠る） 「翟璜直言」の欄外に「補注曰旧本作任非」とある注記が示しているように、南宋年間に刊行された徐子光による『蒙求補注』を引用し、古蒙求との相違を記す箇所がある。ただし、 それら 箇所 は「補注曰旧本作云々」と、 「旧本」と明記するのは左 挙げた一箇所のみで、省略される場合がほとんどである。た えば
244「陳重送金」の場合は、 「陳重」の左側に「雷義」と表記し、 「雷」と「義」にそ







省略されるようになる。 「補注」と注記し、かつ補注の字に合点を付けるものが数多く、一見して徐注本の優位性を主張 るよう 見受けられる。徐注本をかなり意識する一方、
59「江革忠孝」 、
97「泰初日月」のような古蒙求に拠っているものも混在する。
このことは、標題 王術忿狷」 「術」字は古蒙求と一致し、 「忿」字は徐注本と一致することによって端的に示され ただし、 「術」の左側に「述
　
補注」と注記し



























題徐状元補注蒙求」の内題あり。縦二六・八㎝、横一八・〇㎝。四周単辺、有界、毎半葉一一行、注文の行、一字下がりの 〇字、朱点・訓点・送り仮名付き。印記には三巻共通の「故教授文學博士那珂通世遺書」 、上巻のみの「伊藤臧書不許他見」 （陰刻）と中巻のみの「梧樓主人坐右圖書」などがある。　
欄外に希に注文の異同や注文を補う簡単な注記がある。例示すると、 ４「呂望非熊」
の注文が引く『六韜』の「非虎、非羆」に対し、欄外に「捜神記占語作非熊非羆」と、同じ説話を記載する『捜神記』巻八の呂望が占い出される箇所 占語を記すたぐいである。　







































国寺の光源和尚（号を葉巣子）が復刻再刊した板木が泉州堺に流伝し それを阿佐井野宗禎が購入して印行したものと書かれており、阿佐井野版である。阿佐井野家は屋号を野遠屋といい室町時代和泉堺の医家で、出版事業に尽力した。  本書は、南宋の詩人周弼（生没年未詳）が中晩唐を中心とした唐詩を五言律詩・七





























































ち美濃の鵜沼に居を定め詩の教授を行った。また文明十七（一四八五）年に江戸に出、さらに越後に滞在の後、美濃に帰った。 『暁風集』のほか 詩集『梅花無尽蔵』 、蘇軾詩注釈『天下白』 、黄庭堅詩注釈『帳中香』などの著書がある。
（清登典子）
日本では右の三種の注釈本のうち南北朝期に集註本が覆刻（かぶせ彫り）されたがあまり流布せず、室町初期に増註本が覆刻される（五山版）と、以後圧倒的に増註本が流布し、応仁の乱で版木が失われたものの明応三（一四九四）年には相国寺において覆刻され（明応版） さらにその版木が堺 阿佐井野氏によって増刷された（阿佐井野版） 。五山版、明応版、阿佐井野版それぞれに覆刻があり、近世初期の訓点本へと継承された　
増註本の特色としては、七言絶句を最初に置く箋註本の配置を踏襲したこと（箋註

























































を始めとして、古鈔本が伝わっている。これらには詳細な訓点が付されており おそらくは博士家において、難解な語の訓読が討究され もの あろう いわゆる「文選読み」が多いこともそのことを裏付け　
本書はこのような古鈔本に基づき江戸時代前期に刊行されたものであるが、底本は
























































北山円正「シンポジウム 唐代伝奇と平安朝物語」 ちなんで」 「和漢比較文学」四四
　
二〇一〇　


































　『和漢朗詠集』は、 平安中期の和漢兼作の文人、 藤原公任（九六六〜一〇一四年）が、和歌と中日の漢詩文の秀句との中から朗詠に相応しいものを、 『千載佳句』などの部立を参考にして部類別に編集したもの。寛弘九（一〇一二）年ころに成立。上巻は春・夏・秋・冬の各部、下巻は雑部とする。各部においては、上巻は歳時を先に季節的風物を後にして六十六題を立て、下巻では風・雲・晴・暁（天象）などと、類聚意識をもって四十八題を立てている。漢詩文では、 国では白居易、日本で 菅原文時が重視されており、平安時代中期の文人の嗜好をよく反映している。一方、和歌は紀貫之の二六首を筆頭に、凡河内躬恒（一二首） 、柿本人麿・中務（八首）が続き、 『古今和歌集』の撰者としての貫之・躬恒に対する公任の傾倒がうかがわれ　本書は全体に朱墨によってヲコト点・声点・訓が付されている付訓本であるが、詩
































































































曾祖父は朱熹（一一三〇〜一二〇〇）の外祖父に当たり、父の代に朱氏を追って、建陽（福建）に移住した。祝穆も幼くして朱氏の私塾に入ったが、その関心は道学に止まらず、広く江南に遊び、各地の記事見聞を集めた地誌『方輿勝覧』を公刊した後、淳祐六（一二四六）年、歴世の故事と詩文を集め、この『新編古今事文類聚』 （略称「事文類聚」 ）を編成した。晩年は建陽麻沙の地に隠居し、宝祐六（一二五八）年以前に世を去っている。総じて祝氏は、士大夫参考書の編集を通じ、地元建陽の出版業と深く関わったようである。　『事文類聚』は、中国式の百科全書である「類書」の典型で、天文地理を先とし、人事や草木に及ぶ伝統的な意義分類を踏襲するが、前後続別と編 を次ぐ形は、資本の集中が難しかった宋末の出版業態と関わっている。内容の面では、文集 機能を併せた『藝文類聚』や、作文の要語を標出した『初学記』など、唐代 類書 参考とするが、宋代に発達 た「詩話」 項目を置いた点は新味があり、巻頭 周敦頤「太極図説」や、朱熹等の道学者の著述を加えた点は、編者の 歴を反映している。また編目を強調し 文字の大小を組み合わせ 本文の組織を知らせる工夫は 編集と一体であった当初の版刻に溯るであろう。　なお本書の新集と外集は元の富大用の続編に係り、遺集は祝淵の続編によるが、両
編者の履歴の詳細は不明であ 。元代の版本や、日本の室町以前の引用に、この祝淵遺集の存在は確認されず 版本 上では明代後半になって現れる。　
現存する『事文類聚』の版本は、元泰定三（一三二六）年廬陵（江西）武渓書院刊





師の歿後、寛永十（一六三三）年 に行き林羅山に就く。医業では野間玄琢 門に入り、儒医となって久留米藩 薩摩藩 招かれ遊歴した。この間、万治三（一 六〇）年に本拠を江戸に移し、晩年は著述に専念したという 彼は在京中から、八尾勘兵衛等の出版書肆と関係を持ち、 『陶靖節集』 『円機活法』 『五車韻瑞』と、 この『事文類聚』に訓点を加え校刊している。耕斎は純粋の儒者というより、該博を宗とする啓蒙期学風を帯び、活計のため詩学書に附訓したことは通俗と称 うるけれども、漢学普及の観点からは、大きな業績を挙げたと言える。　
本書の早印本に附する寛文元（一六六一）年の跋によると、耕斎は早くに、六集か
らなる舶載の唐本を入手、二 三巻の閲読を日課としたが、温習に ばなかった所、八尾勘兵衛友久が七集本 携 訓点を求めて来たので、 れ 応じ ある。本印面を見ると、行間 校注 傍記を含むこ が注意され れ 家蔵の六集本を以て、 提供の七集本 校合したのである。六集本は明版と思われるから、建陽系統の本に当たり、七集本は南京刻本の系統と思われ が、現に本版 底本は明末 徳寿堂刊本と見られ、そ 校字は建本に一致する。　
また本書の附訓には耕斎の学力を動員し、隈なく全編に及んでいるが、陶淵明の著








































































































































































































































































第一冊巻頭に「本朝一人一首序」 （万治三〔 六六〇〕年季秋、向陽林子） 、第十冊巻十後に「本朝一人一首附録」 （万治三年庚子九月二十六日、向陽林子） 、本朝一人一首後序（万治庚子季秋、読耕子林靖） 、題本朝一人一首後（門生金節） 、本朝一人一首跋（万治庚子冬之孟、 春信）などがあり、 さらに鵞峰による「本朝一人一首補遺」があり、後日遺漏が見付かれば増補すべきことを付言する。　
著者林鵞峰については【二七】参照。 『本朝一人一首』は序によると、父羅山が壮











































巻頭に史館茗話序 （寛文七 〔一六六七〕 歳丁未秋日、 端亭辻達） 、 一三丁裏に続帖之序 （丁未春之仲月之閏、館之休老爺学士） 、巻尾に跋（丁未夏之孟、国史館林叟） 。　『史館茗話』は鵞峰男梅洞（一六四三〜一六六六年）が、 父に従い国史館における『本朝通鑑』編纂事業に携わっていた余暇に執筆された作品で、平安時代の漢詩文に関する逸話を諸書から拾遺 自己の料簡を加えたものである。四十二条で志を遂げずに寛文六（一六六六）年に早逝したので、父がその続篇五十八条を補って寛文八年に刊行された。その間の事情については 羅山門下の辻端亭（一六二四〜一六六八年）序および鵞峰による続帖之序と跋と 痛切な悲哀の情とともに語られている。鵞峰にとって嗣子梅洞を早く喪ったことは、 【二七】にも述べたように痛恨事であり、本書の補遺完成も亡子への手向けのわざであったことが知れる。　本書執筆の意図は端亭序に言うように、平安時代において漢詩文が隆盛であったこ
































   
印記








さまざまな機会に著された散 作品を分体し、 それぞれ年次に配する。 「献家集状」 （ 『菅家後集』所収）があり、 昌泰三（九〇〇）年に『文草』十二 を編定 、 祖父清公『菅家集』六巻、父是善『菅相公集』十巻（この二著は現存しない）とともに、醍醐天皇に献上したことが記されている。これは当時 漢詩文集の編集の実際を知ることができる貴重な資料でもある。平安時代の漢詩文集別集が完形で現存することは珍しく、平安中期以降道真が文祖として祭祀されてきたことが、 『 草』が完存したことの重要な要因となったであろうことが窺える。 自己の編定 詩文集 する で、この時期の政治社会、文人社会の細微にわたる生態を知る とができ かっこうの史料ともなってい 。　『文草』の伝来については不明な点が多いが、現伝本の多くに藤原広兼による元奥書が存する。それによ と、広兼は元永元（一一一八）年から保安五 一二四 年にかけて『文草』十二巻『後集』一巻を書写し、 あわせて十三巻を天承元（ 一三一）年八月八日に北野社に奉納した 言う。 『文草』現伝本はすべて の本が祖本となっている。本書ももちろん広兼献納本であり、広兼元奥書を有す 巻十二 尾 跋によると、京都の儒者福春堂慮庵が寛文七年に書肆野田某 勧め 従い、所蔵 古点を、妄りに校訂を加えずに出版したと言う それゆえ 一巻頭近く は原本の破損により読めなくなった文字があったようで、破損の文字を○で表 ている。後元禄十三














































菅家後草巻題十三跋（貞享丙寅〔三、 一六八六〕年三月日、黒川道祐） 。　『菅家後集』とも言う。昌泰三年『菅家文草』編定以降の道真詩文を集めたもの。成立については不明な点もあるが、 最古の道真伝である『菅家伝』に、 延喜三（九〇三）年謫居の地大宰府にて死に臨んで、当所にて詠じた詩をまとめて「西府新詩」とし、在京の詩友紀長谷雄に送付したと言う。 『 集』には二系統の伝本があり、この「西府新詩」に基づく での詩作のみを収録したも （ 【参考八】 ）と、巻頭に醍醐天皇「見右丞相献家集」を戴き、大宰府での作に『文 編定後大宰府謫居以前の詩作七首・散文作品二篇を増補した本とである。本書は後者増補本であり、 【三〇】で述べた藤原広兼による元永二（一一一九）年三月二十八日の元奥書を持ち、 『文草』とともに北野社に献納された本を祖本とする。 「巻十三」とあるのは『文草』十二巻とあわせて大集をなすとの発想で、 『白氏文集』が『長慶集』と『後集』とをあわせて大集七十五巻として成立した事情と同じ （ 【一五】参照） 。　本書には随所に「鎌倉本作何何」と双行注のかたちで異文注記が存する。この「鎌
倉本」の本文はほぼ「西府新詩」のか ちと一致し、水戸家が博捜の結果鎌倉で得一本がこれに当たろう。その本の存在は現在確認できないが、 前田家尊経閣 庫蔵 菅家後集』 甲本は鎌倉本の透写本と考えられる。十七世紀当時 『菅家後集』 「如其後草、絶而僅有」 （中村顧言、 校訂菅家文草跋、 禄 三年） と言う状態 稀覯書 なってい 。十七世紀 半のこの時期に菅原氏後裔 称する加賀前田家ことに八代藩主綱紀や水戸
徳川家などによって道真および王朝の漢詩文集諸本の博捜がなされた。 『後集』 が 『文草』の後を追って刊行されたのは、このような当時の文化の潮流に棹さしたものと言えよう。　
なお『群書類従』巻百三十一に『菅家後集』を収める（ 【参考八】 ） 。 『類従』は言う













































































































寄寓してい おりの「山中雑詩五首」 うちの二首。 『豹軒詩鈔』巻十二では第二詩末に「詩予寓院注杜詩」と自注がある。奥深い山中 静けさのなかで、杜詩注解を進めているさまが詠じられている。第二詩結句「上水詩」とは 杜少陵詩集』第四冊第
36
二十二巻の「上水遣懐」を言う。この詩はまさに第三詩の起句承句が言う、詩人の辛苦の人生に対する感慨を詠じたものである。　
第四、 第五詩は、 『豹軒詩鈔』 巻十二では 「杜詩訳解成自題其後二首」 として収められ、
題下注に「九月 十四日」と記されている 『杜少陵詩集』第四冊の昭和六年十月二日付け「杜少陵詩集訳解の後に書す に「去月二十四日秋季皇霊祭日 午後三時頃最終原稿を書き了つた」とあることから、まさに全詩を訳解し終えた直後の感慨であることが分かる。この訳解が杜詩 真意を曲げている はと恐れつつも、 「朱家経解の方」により「作者の本意以外には一字も蛇足を添へぬ」 （同前）意志を貫いたことを自負するものである。　
なお本詩稿末に「右第二首起二句改為「理気細微穿道体、疏箋牽強失詩精」 」と記






























































（一九二五）年の山鹿素行二百四十回忌記念に赤穂城二之丸謫居跡に建立されたもので、 第二次世界大戦の際、 供出されて台座だけになっていたが、 昭和三十三
 ( 一九五八
) 
年に同地に再建された。この詩はこの再建された銅像を詠じたも 兵学者・儒学者として高名な山鹿素行（一六二二
〜
八五）は、承応元（一六五二）年から万治三
（一六六〇）年の間、赤穂藩主浅野長直に一千石で召抱えられた。大石良雄はそのおりに教えを受けている。（参考）小川環樹「あとがき」 『杜詩
　
第八冊』岩波書店
　
一九六六
　
森岡ゆかり『近代漢詩のアジアとの邂逅―鈴木虎雄と久保天随を軸として―』勉誠出版
　
二〇〇八　
中野目徹「鈴木家所蔵「鈴木虎雄関係史料」の概要」 「近代史料研究」九
　
二〇〇九
　
篠塚富士男「鈴木虎雄関係史料」 「筑波大学附属図書館年報
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